
従来の作型 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

平坦地（ハウス・トンネル・露地）

高冷地（露地、直播）

　従来の出荷期間：５ヶ月

新作型 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

平坦地 年２作（+抑制、10月下旬収穫）

高冷地（露地、移植、７月下旬収穫）

高冷地 年２作（露地､移植､10月上旬収穫）

スイートコーン　　　　　　：播種　　　　    ：定植（移植）    　　　　　　　　　　　　　　　：収穫期

　従来の作型＋新作型：７ヶ月

４．スイートコーンの生産拡大に向けた新作型の開発
背景・目的

期待される効果
◎ 新作型の開発︓
・秋の低温・短日照下での栽培技術の開発 【10,1１月収穫】
品種（早晩性）選定、異なる肥効肥料の組み合せ法、
保温資材の利⽤、液肥の葉⾯散布 等の検討

・端境期（７月下旬〜）の解消技術の確⽴
品種（早晩性）選定、播種・移植期、保温資材の検討

◎品質向上技術の開発︓
品質・食味に与える環境要因（温度、光）の解明

スイートコーンは鮮度が命！

山梨に来れば穫りたての美味
しいモロコシが食べられる。
（地産訪消）
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・作期拡大（５月～１１月）

・供給の安定化

来県者数の増加
出荷量の拡大
（特に秋期）

・農家所得の向上
・販売力強化

富士山とスイートコーン

山梨は

桃・ブドウ
だけでは
ない!!

全国３位も
夢じゃない

研究内容

◎⼭梨のスイートコーンは甘くておいしい!!
糖度16〜17度(マスクメロンとほぼ同等)

◎ スイートコーンの
出荷量は全国5位 ◎そこで、平坦地および

⾼冷地での秋期収穫の
安定生産技術と⾼冷地
における移植栽培技術を
確⽴し、連続生産を可能
とすることで、⼭梨県産ス
イートコーンの、より一層
の産地強化を図り、出荷
量の拡大を目指す。

◎しかし、秋の栽培は気温の
低下による肥料吸収の悪化
や⽇射量・時間の減少によ
る光合成量が低下により、
⾼品質なスイートコーン
を生産することが難しい。

◎また、７月下旬から８月上
旬の収穫は平坦地では⾼温
よる品質低下、⾼冷地の露
地栽培では収穫期が遅いた
め端境期がでる。

◎本県の作型は５、６月
の促成栽培（平坦地）
と８月後半の露地栽培

（⾼冷地）が中⼼
◎近年、秋の⾏楽シーズン
にも需要が大幅拡大!!

平坦地
促成栽培


